
 

 

津田梅子記念礼拝 

 

 

   日 時： ２０２１年１０月１０日（日）１０：００－１０：４５ 

 

   司 会：  中野 美由紀（学芸学部情報科学科教授） 

 

   奏 楽： 吉朝 加奈（東邦大学講師、津田塾大学非常勤講師、国大 24） 

 

 

  前   奏 

 

 ○讃 美 歌    讃美歌  ３１２番 「いつくしみ深き」 

 

  聖   書     ローマの信徒への手紙 5 章 1～5 節（新共同訳聖書） 

 

  祈   祷    須田 愛結（TCF・学芸学部英語英文学科 4 年） 

 

 ○讃 美 歌    讃美歌  ２１７番 「あまつましみず」 

 

  奨   励   「『ぶれない個・私・人格』に」 

           湊 晶子 氏（広島女学院顧問、元東京女子大学学長） 

 

   祈   祷    （湊氏） 

 

 ○讃 美 歌    讃美歌  ４９４番 「わが行くみち いついかに」 

 

   主 の 祈 り 

 

 ○頌   栄    讃美歌  ５４２番 「世をこぞりて」 

 

  黙   祷 

 

  後   奏 

 

 

 

○印は、ご起立ください。体調のすぐれない方はお座りいただいたままでかまいません。 

  



 

前   奏 

 

 

○讃 美 歌  ３１２番 「いつくしみ深き」 

 

 

        

  



 

聖   書 

 

ローマの信徒への手紙 5 章 1～5 節 

（日本聖書協会 『聖書 新共同訳』） 

 

1 このように、わたしたちは信仰によって義とされたのだから、わたしたちの主イエス・

キリストによって神との間に平和を得ており、2 このキリストのお陰で、今の恵みに信仰に

よって導き入れられ、神の栄光にあずかる希望を誇りにしています。3 そればかりでなく、

苦難をも誇りとします。わたしたちは知っているのです、苦難は忍耐を、4 忍耐は練達を、

練達は希望を生むということを。5 希望はわたしたちを欺くことがありません。わたしたち

に与えられた聖霊によって、神の愛がわたしたちの心に注がれているからです。 

 

 

祈   祷  （須田 愛結さん） 

 

 

○讃 美 歌  ２１７番 「あまつましみず」 

 

 

  
1. 

あまつましみず ながれきて 

あまねく世
よ

をぞ うるおせる 

ながくかわきし わがたましいも 

くみていのちに かえりけり 

 

2. 

あまつましみず 飲
の

むままに 

かわきをしらぬ 身となりぬ 

つきぬめぐみは こころのうちに 

いずみとなりて 湧
わ

きあふる 

 

3. 

あまつましみず うけずして 

つみに枯
か

れたる ひとくさの 

さかえの花は いかで咲
さ

くべき 

そそげ、いのちの ましみずを 



 

奨   励  「『ぶれない個・私・人格』に」 湊 晶子 氏 

 

 

祈   祷  （湊氏） 

 

 

○讃 美 歌  ４９４番 「わが行くみち いついかに」 

 

    

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○頌   栄  讃美歌 ５４２番 「世をこぞりて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黙   祷 

 

 

後   奏 

主 の 祈 り 

 

天にまします我らの父よ、ねがわくはみ名をあがめさせたまえ。 

   み国をきたらせたまえ。 

 みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。 

 我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

   我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、我らの罪もゆるしたまえ。 

 我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。 

 国とちからと栄えとは、限りなくなんじのものなればなり。   アーメン 

 



 

湊 晶子（みなと あきこ）氏 

 

1932 年生まれ。東京女子大学文学部社会科学科卒業。フルブライト奨学生としてホ

イートン大学院（神学修士・2008 年名誉博士）。NHK 教育テレビ英語会話中級講師、

ハーバード大学客員研究員、東京基督教大学及び東京女子大学教授を経て、東京女子大

学学長（2002 年～2010 年）、広島女学院院長・学長（2014 年～2021 年）。 

現在広島女学院顧問、ワールド・ビジョン・ジャパン理事、国連ユニタール理事。 

「瑞宝中綬章」受章、ペスタロッチ教育賞、中国文化賞受賞。 

 著書：『女性を生きる』、『初代教会と現代』など。 


